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本
書
は
、射
程
や
手
法
を
説
明
す
る
序
章（
四
六
頁
）に
つ
づ
い
て
、

四
部
構
成
の
本
体
（
六
八
六
頁
）、
そ
し
て
終
章
（
五
二
頁
）、
さ
ら

に
注
（
四
七
頁
）
や
参
考
文
献
（
八
〇
頁
）、
最
後
に
人
名
索
引
と

史
料
索
引
が
付
さ
れ
、
全
体
と
し
て
約
九
五
五
頁
と
い
う
浩
瀚
な
一

冊
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
著
者
自
身
の
言
葉
に
そ
っ
て
本
書

の
概
要
を
紹
介
し
た
の
ち
に
、
評
者
の
所
感
を
つ
づ
っ
て
み
た
い
。

　「
想
像
界
の
歴
史
学
」
と
題
さ
れ
た
序
章
は
、「
想
像
界
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」「
驚
異
の
役
割
」「
本
書
の
概
要
」
の
三
節
か
ら
な
る
。
冒

頭
で
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
想
像
界
」（
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル 

im
aginaire

）
の
全
体
像
を
、
そ
の
歴
史
的
な
変
容
と
と
も
に
解

明
す
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
だ
と
宣
言
さ
れ
る
。
さ
ら
に
踏
み
こ
ん

で
、
想
像
界
の
「
全
体
構
造
」
を
解
明
す
る
こ
と
が
目
標
だ
と
も
さ

れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル
と
い
う
「
媒
質
」
の
特
徴

を
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
思
考
の
理
由
も

行
為
の
意
味
も
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。

　「
想
像
界
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
さ
れ
た
節
で
は
、
ま
ず
「
想

像
」
の
働
き
が
説
明
さ
れ
る
。
著
者
の
先
行
作
品
『
ロ
マ
ネ
ス
ク
世

界
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
で
は
「
思
考
」「
感

情
」「
感
覚
」「
想
像
」
の
四
要
素
か
ら
「
心
性
」
が
分
析
さ
れ
た
が
、

本
書
で
は
想
像
の
働
き
に
焦
点
が
あ
わ
さ
れ
る
。
感
覚
を
と
お
し
て

外
界
か
ら
受
容
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
身
体
的
な
諸
条
件
か
ら
離
れ
て

自
由
に
料
理
し
な
が
ら
、
想
像
は
現
在
を
過
去
や
未
来
と
つ
な
げ
る

と
い
う
。
過
去
だ
け
に
関
与
す
る
「
記
憶
」
と
異
な
り
、
想
像
は
未

来
に
も
関
与
す
る
の
だ
。
想
像
の
担
い
手
が
「
イ
メ
ー
ジ
」
で
あ
り
、

意
識
下
・
無
意
識
の
表
象
が
意
識
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
現
出
し
た
も
の
で
、

固
有
の
機
能
と
構
造
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
思
考
や

身
体
と
独
立
し
て
非
現
実
世
界
を
構
築
す
る
力
が
あ
り
、
中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
思
想
や
文
化
に
お
い
て
は
、
象
徴
で
あ
れ
、
寓
意
で
あ
れ
、

イ
メ
ー
ジ
を
介
し
て
思
考
が
導
か
れ
た
と
い
う
。

　「
想
像
界
」
は
「
イ
メ
ー
ジ
世
界
」
と
も
換
言
さ
れ
、
と
く
に
中

世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
は
意
識
と
無
意
識
、
あ
る
い
は
知
と
非
知
の

あ
い
だ
に
存
在
し
、
不
可
視
な
も
の
に
具
体
的
な
輪
郭
を
与
え
て
思

考
と
行
動
を
導
い
た
創
造
的
な
世
界
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は

書
　
評

池
上
　
俊
一 

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
想
像
界
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）

ヒ
ロ
・
ヒ
ラ
イ
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予
言
的
な
次
元
も
含
ま
れ
て
い
る
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
充
満
す
る

想
像
界
は
、
知
的
・
権
力
的
な
エ
リ
ー
ト
層
だ
け
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
の
で
は
な
く
、
一
般
民
衆
も
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

（
想
像
力
・
創
作
力
）
と
は
異
な
り
、「
あ
る
社
会
を
集
合
的
に
動
か

し
考
え
る
イ
メ
ー
ジ
群
の
創
造
と
使
用
の
歴
史
」
が
想
像
界
を
つ
く

り
、
変
容
さ
せ
て
い
く
と
い
う
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
群
を
構
成
す

る
各
イ
メ
ー
ジ
は
孤
立
し
て
お
ら
ず
、
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
結

び
つ
け
ら
れ
、
周
囲
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
感
化
し
な
が
ら
総
体
と
し

て
変
化
し
成
長
す
る
。
各
イ
メ
ー
ジ
は
想
像
界
の
全
体
構
造
の
な
か

で
は
じ
め
て
十
分
に
解
釈
さ
れ
る
が
、
各
イ
メ
ー
ジ
が
も
つ
意
味
の

変
化
も
歴
史
的
な
文
脈
に
お
か
な
い
と
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
議
論
に
つ
づ
い
て
、著
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
が「
イ

マ
ジ
ネ
ー
ル
の
時
代
」
だ
っ
た
と
断
言
す
る
。
ほ
か
の
時
空
間
に
見

出
せ
な
い
ほ
ど
強
力
に
イ
メ
ー
ジ
が
作
用
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
古

代
末
期
の
キ
リ
ス
ト
教
父
か
ら
初
期
近
代
の
宗
教
改
革
者
ま
で
、
イ

メ
ー
ジ
の
意
味
や
役
割
に
つ
い
て
際
限
な
い
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
の

だ
と
い
う
。こ
う
し
た
膨
大
な
イ
メ
ー
ジ
群
の
分
析
を
眼
前
に
し
て
、

著
者
は
み
ず
か
ら
も
つ
危
惧
を
読
者
に
吐
露
し
て
い
る
―
―
「
じ
つ

に
多
様
で
多
彩
な
イ
メ
ー
ジ
た
ち
が
乱
舞
し
、
と
り
と
め
も
な
く
解

釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
」。
そ
し
て
こ
の

危
惧
に
た
い
し
て
、「
本
書
に
は
一
貫
し
た
構
想
が
あ
り
、
す
べ
て

は
全
体
構
造
と
の
関
連
の
も
と
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
」
と
応
え
て
い

る
。

　「
文
学
・
図
像
・
伝
説
・
夢
」
と
題
さ
れ
た
節
で
は
、
分
析
の
対

象
と
な
る
史
料
、つ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
「
媒
体
」（
メ
デ
ィ
ア
）

が
議
論
さ
れ
、「
文
学
作
品
」「
美
術
作
品
」「
伝
説
」
と
な
ら
ん
で
、

「
夢
」
が
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
夢
は
現
実
世
界
の
事
象
を
暗
示
・
予
知
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

神
や
死
者
、
悪
魔
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
、
想
像
界
の
源
泉

で
も
あ
っ
た
。
と
く
に
中
世
人
の
夢
は
自
己
の
内
面
か
ら
表
出
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
外
部
の
異
界
や
超
自
然
の
存
在
か
ら
や
っ
て
く
る

と
い
う
。
突
然
の
訪
問
者
と
し
て
の
夢
は
警
告
や
脅
迫
で
あ
り
、
激

励
や
予
告
で
も
あ
っ
た
し
、
白
昼
夢
と
し
て
の
「
幻
視
」
も
同
様
に

重
要
視
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
「
研
究
史
」
と
題
さ
れ
た
節
で
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
想
像
界
に
つ
い
て
の
研
究
が
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
に
よ
っ

て
牽
引
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
と
く
に
一
九
七
〇
年
代
か
ら
同
派
が
刷

新
し
た
領
域
に
は
、
民
俗
（
民
族
）
学
的
な
歴
史
学
と
歴
史
人
類

学
と
な
ら
ん
で
、「
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル
の
歴
史
学
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
に
先
立
つ
六
〇
年
代
に
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
「
心
性
史
」
が
隆
盛

す
る
と
、先
駆
的
な
業
績
と
し
て
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の『
王
の
奇
跡
』

（
一
九
二
四
年
）
が
脚
光
を
あ
び
、
そ
の
再
評
価
と
と
も
に
人
類
学

や
民
俗
学
の
成
果
を
活
用
し
て
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル
の
歴
史
学
」
を
打
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ち
た
て
た
の
が
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ゴ
フ
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
思
想
史
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
研
究
と
し
て
、
ス
コ
ラ
学
者
の
著
作
に

見
出
せ
る
「
自
然
」
や
「
霊
魂
」
と
い
っ
た
「
観
念
」（
ア
イ
デ
ア
）

の
変
遷
を
と
り
あ
つ
か
う
「
観
念
史
」
に
も
言
及
さ
れ
る
が
、
著
者

に
よ
る
特
別
な
思
い
入
れ
は
表
明
さ
れ
な
い
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

つ
い
て
の
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
で
、近
年
も
っ

と
も
生
産
的
・
創
造
的
な
『
ミ
ク
ロ
ロ
グ
ス
』
の
運
動
へ
の
言
及
は

あ
る
が
、
注
や
文
献
表
か
ら
鑑
み
る
に
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
感

じ
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
議
論
に
つ
づ
い
て
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
想
像
界
に
つ
い

て
の
研
究
で
、も
っ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
考
え
ら
れ
る
「
驚
異
」

に
つ
い
て
特
別
な
節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、「
驚

異
は
詩
的
な
生
け
簀
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
の
貯
蔵
庫
で
、
中
世
の
イ

マ
ジ
ネ
ー
ル
は
世
俗
化
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
自
ら
の
再
生
・
刷
新
に

必
要
な
資
源
を
見
出
し
た
」
と
い
う
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
驚
異

に
と
り
つ
か
れ
た
時
空
間
で
あ
り
、
そ
う
し
た
驚
異
の
大
半
は
通
常

の
世
界
・
自
然
に
あ
る
要
素
の
拡
張
や
歪
曲
、
強
調
、
混
沌
・
結
合

で
な
り
た
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
驚
異
は
受
容
者
の
驚
き
を
誘
発
す

る
こ
と
で
、「
感
情
」
の
世
界
と
「
思
考
」
の
世
界
を
結
び
つ
け
る

太
い
パ
イ
プ
と
な
り
、
想
像
を
賦
活
す
る
の
だ
。
驚
異
の
世
界
は
異

質
だ
が
、
現
実
の
日
常
世
界
と
か
け
離
れ
た
別
世
界
で
は
な
く
、
相

互
に
浸
透
し
あ
い
、
つ
な
が
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
神
の
業
で

人
間
の
眼
前
に
提
示
さ
れ
、常
識
で
は
信
じ
が
た
い
現
象
が
「
驚
異
」

な
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
背
馳
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
点
が
重

要
と
な
る
。
あ
く
ま
で
自
然
の
現
象
で
あ
り
、
奇
跡
や
魔
術
と
は
異

な
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　「
本
書
の
概
要
」
と
題
さ
れ
た
節
で
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
想

像
界
の
全
体
構
造
を
イ
メ
ー
ジ
の
意
味
や
役
割
の
変
化
、
イ
メ
ー
ジ

同
士
の
連
環
を
と
お
し
て
解
明
し
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
再
考
す
る

こ
と
が
本
書
の
目
標
だ
と
宣
言
さ
れ
る
。
と
く
に
想
像
界
の「
構
造
」

を
解
明
す
る
こ
と
が
至
上
命
題
と
な
る
。

　
以
上
の
「
理
論
編
」
を
踏
ま
え
て
、「
実
践
編
」
に
あ
た
る
本
体

の
二
〇
章
に
わ
た
る
分
析
が
展
開
さ
れ
る
。
以
下
で
は
紙
幅
の
関
係

か
ら
各
章
の
踏
み
こ
ん
だ
考
察
は
で
き
な
い
が
、
あ
つ
か
わ
れ
る

テ
ー
マ
群
だ
け
駆
け
足
で
み
て
い
こ
う
。

　
第
一
部
「
植
物
・
動
物
・
人
間
」
は
、「
薬
効
の
在
処
」「
庭
園
の

変
容
」「
鸚
鵡
と
カ
ラ
ス
」「
動
物
観
と
動
物
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
」「
魂

の
姿
」
と
題
さ
れ
た
五
章
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
超
自

然
世
界
と
の
関
係
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
や
宮
廷
文
化
に
お
け
る
意
味

づ
け
が
分
析
さ
れ
る
。

　
第
二
部
「
四
大
か
ら
宇
宙
へ
」
は
、
四
大
元
素
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

導
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ
群
か
ら
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
、「
土
：
母
な
る
大
地
」

「
水
：
水
浴
と
温
泉
」「
火
：
神
秘
と
怪
異
の
光
」「
風
：
翼
に
乗
っ
て
」

と
い
う
四
章
に
つ
づ
い
て
、「
宇
宙
と
世
界
の
形
状
」の
章
で
宇
宙
像
・
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世
界
像
が
考
察
さ
れ
る
。

　
第
三
部
「
聖
と
魔
」
で
は
、「
天
使
の
訪
れ
」「
聖
心
崇
拝
」「
魔

術
師
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
」「
魔
女
の
先
駆
け
」「
魔
女
の
ダ
ン
ス
と
サ

バ
ト
の
成
立
」
と
い
う
五
章
を
と
お
し
て
、
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
の
源

泉
と
な
っ
た
超
自
然
的
な
力
が
「
聖
性
」
と
「
魔
性
」
の
二
軸
か
ら

検
討
さ
れ
る
。

　
第
四
部
「
仲
間
と
他
者
、現
世
と
異
界
」
で
は
、「
権
力
と
権
威
」「
友

愛
の
印
」「
ユ
ダ
ヤ
人
人
相
書
」「
糸
巻
き
棒
論
」
と
い
う
四
章
を
と

お
し
て
、権
力
秩
序
や
身
分
制
、仲
間
と
他
者
、差
別
の
正
当
化
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
群
が
あ
つ
か
わ
れ
る
。
最
後
に
「
地
上

の
楽
園
と
煉
獄
」
と
題
さ
れ
た
章
で
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
「
地

上
の
楽
園
」
と
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
と
し
て
の
「
煉
獄
」
が
議
論
さ
れ
る
。

　
二
〇
章
に
よ
る
分
析
の
あ
と
、
最
終
章
「
想
像
界
の
構
造
と
そ
の

変
容
」
で
は
、「
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
」「
超
自
然
界
と
聖
性
・
魔
性
」

「
自
然
・
宇
宙
と
身
体
」「
空
間
と
時
間
」「
社
会
の
外
と
内
」「
想
像

界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
と
い
う
観
点
か
ら
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
想
像

界
の
全
体
構
造
が
考
察
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
は
心

的
世
界
を
茫
洋
と
漂
っ
て
掴
み
が
た
い
印
象
を
あ
た
え
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
を
動
か
し
相
互
に
関
係
づ
け
る
「
論
理
」
と
「
様
式
」
が
存
在

し
、
そ
れ
ら
を
束
ね
る
想
像
界
全
体
は
あ
る
種
の
「
構
造
」
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
。

　
第
一
の
観
点
「
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
」
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界

で
あ
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
古
代
か
ら
存
在
し
た
異
教
的
な
迷

信
が
変
容
し
つ
つ
残
存
し
た
と
さ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
と
異
教
の
交

錯
に
よ
っ
て
幾
つ
も
の
イ
メ
ー
ジ
が
誕
生
し
、
一
般
信
徒
に
と
っ
て

も
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
教
会
は
自
然
物
の
崇
拝
、

野
性
味
に
み
ち
た
祝
祭
や
ダ
ン
ス
、
呪
術
や
迷
信
行
為
、
占
い
を
問

題
視
し
、ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
や
ゲ
ル
マ
ン
の
神
々
を
「
悪
魔
」
や
「
悪

霊
」
と
見
做
し
、
異
教
の
神
々
の
業
を
信
じ
る
者
は
悪
魔
に
幻
惑
さ

れ
て
い
る
と
考
え
た
と
い
う
。
し
か
し
ケ
ル
ト
的
な
幻
想
性
は
盛
期

中
世
以
降
に
文
学
空
間
内
で
増
殖
し
、
叙
事
詩
的
な
記
憶
が
集
合
的

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
騎
士
た
ち
の
あ
い
だ
で
武
勲
詩
や
古
代
も
の
ロ

マ
ン
に
結
実
す
る
。

　
第
二
の
観
点
「
超
自
然
界
と
聖
性
・
魔
性
」
に
よ
れ
ば
、
超
自
然

界
の
イ
メ
ー
ジ
は
想
像
界
と
い
う
座
標
の
「
垂
直
軸
」
を
な
し
、
根

本
要
素
と
し
て
古
代
教
父
の
時
代
か
ら
盛
期
中
世
ま
で
存
続
す
る
。

天
国
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
劇
的
な
変
化
は
な
く
、
地
獄
の
特
徴
と
地
理

が
定
ま
る
の
は
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
と
ダ
ン
テ
の
時
代
だ
っ
た
の

に
た
い
し
て
、
魂
の
浄
化
の
場
と
し
て
の
「
煉
獄
」
の
イ
メ
ー
ジ
は

一
三
世
紀
後
半
に
完
成
し
た
。
妖
精
の
よ
う
な
聖
性
と
魔
性
の
中
間

的
な
超
自
然
も
存
在
し
、
神
や
悪
魔
の
介
入
を
必
要
と
し
な
い
、
自

然
の
枠
組
み
で
の
超
常
現
象
と
み
な
さ
れ
た
と
い
う
。
一
二
世
紀
に

文
学
テ
ク
ス
ト
に
登
場
す
る
妖
精
は
、
一
三
世
紀
に
は
悪
霊
と
み
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
魔
女
現
象
へ
と
雪
崩
れ
こ
む
と
さ
れ
る
。
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第
三
の
観
点
「
自
然
・
宇
宙
と
身
体
」
に
よ
る
と
、
ロ
マ
ネ
ス
ク

期
は
自
然
の
発
見
期
で
あ
り
、
女
神
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
が
神
の
補
助
者
と

し
て
機
能
し
た
一
方
で
、
ゴ
シ
ッ
ク
期
に
は
自
然
は
理
性
と
観
察
の

み
で
理
解
さ
れ
る
と
さ
れ
、
機
械
時
計
や
風
車
と
い
っ
た
人
工
物
に

喩
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　
第
四
の
観
点
「
空
間
と
時
間
」
に
よ
れ
ば
、
空
間
と
時
間
は
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
想
像
界
の
「
水
平
軸
」
で
あ
り
、
空
間
に
つ

い
て
は
秩
序
と
平
和
に
み
ち
た
キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
中
心
に
あ
り
、

そ
の
外
部
に
異
教
の
混
乱
し
た
野
蛮
な
世
界
が
広
が
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。

　
第
五
の
観
点
「
社
会
の
外
と
内
」
に
よ
る
と
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
は
「
仲
間
」
と
「
他
者
」
を
た
え
ず
区
別
し
て
い
た
と
い
う
。
血

縁
関
係
が
重
要
で
、
そ
れ
以
外
の
緊
密
な
仲
間
は
疑
似
的
な
「
家

族
」
の
か
た
ち
を
採
用
し
、
相
互
扶
助
組
織
で
あ
る
兄
弟
会
で
は
、

成
員
が
身
分
職
業
の
区
別
な
く
「
兄
弟
」
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
中
世
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
位
相
で
「
他

者
」
を
生
み
だ
し
な
が
ら
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し

て
い
っ
た
の
だ
。

　
最
終
節
の
「
想
像
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
で
は
、
上
記
の
諸
観
点

か
ら
指
摘
さ
れ
た
相
互
関
係
の
構
造
が
生
み
だ
す
意
味
や
価
値
の
変

遷
が
考
察
さ
れ
る
。
初
期
中
世
に
は
貧
弱
で
あ
っ
た
想
像
界
は
、
盛

期
中
世
・
後
期
中
世
に
は
大
き
な
飛
翔
を
み
せ
、
と
く
に
盛
期
中
世

に
は
エ
リ
ー
ト
文
化
と
な
ら
ん
で
民
衆
文
化
が
発
展
し
て
想
像
界
を

豊
か
に
し
た
と
い
う
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
想
像
界
が
歴
史
を
大
き

く
動
か
し
た
、
世
界
史
上
で
も
稀
有
な
時
空
間
だ
と
さ
れ
る
。
一
見

し
て
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
想
像
界
も
、
一
連
の
精
査
に
よ
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
個
性
が
顕
現
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
れ
は
近
代
ま

で
存
続
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
。

　「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
心
性
」
の
な

か
で
も
霊
性
と
想
像
と
い
う
働
き
が
異
様
な
成
長
を
と
げ
た
時
代
だ

と
い
う
。
こ
こ
で
著
者
は
、
時
代
区
分
や
社
会
構
造
に
そ
っ
た
分
析

を
意
識
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
表
だ
っ
て
適
用
で
き
な
か
っ
た
と

告
白
し
て
い
る
。
そ
し
て
厳
格
な
概
念
や
図
式
に
は
ま
り
き
ら
な
い

の
は
、
歴
史
学
と
し
て
想
像
界
を
分
析
す
る
う
え
で
の
宿
命
だ
と
結

論
づ
け
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
社
会
史
や
心
性
史
が
活
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
嘆
き
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
領
域
こ
そ
が
歴
史
学
の
神
髄
で
あ
る
と
確

信
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
象
徴
さ
れ
る
世
界
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、

本
格
的
な
開
花
前
に
萎
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
分
析
し
て
い
る
。
同

様
な
心
情
が
吐
露
さ
れ
る
序
章
で
も
、華
や
か
だ
っ
た「
社
会
史
ブ
ー

ム
」
が
去
り
、
そ
の
重
要
な
一
部
だ
っ
た
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル
の
歴
史

学
」
が
衰
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
こ
の
運
動
の
牽
引
者
だ
っ

た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ゴ
フ
を
惜
別
し
て
い
る
。

　
以
下
で
は
、
評
者
の
所
感
を
述
べ
た
い
。
編
集
者
が
つ
け
た
で
あ
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ろ
う
帯
文
の
表
現
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル
大
全
」
が
示
す
と
お
り
、
千
頁

近
く
に
お
よ
ぶ
浩
瀚
な
本
書
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
多
種

多
彩
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
百
科
全
書
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
書
物
に
は
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
事
項
索
引
は
付
さ
れ
て
お
ら

ず
、
読
者
た
ち
に
は
優
れ
た
記
憶
力
と
情
報
解
析
能
力
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
各
章
で
提
起
さ
れ
る
問
題
設
定
に
つ
い
て
作
業
仮
説
を
立
て
、
史

料
を
使
い
な
が
ら
論
証
を
積
み
あ
げ
つ
つ
、
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ト
の
正

当
性
を
証
明
す
る
と
い
う
今
日
の
国
際
標
準
と
も
い
え
る
手
法
を
と

る
代
わ
り
に
、
各
主
題
を
分
析
す
る
作
業
の
連
続
か
ら
想
像
界
の
全

体
像
と
そ
の
構
造
を
、「
本
書
全
体
を
と
お
し
て
炙
り
だ
す
」
こ
と

が
狙
わ
れ
て
い
る
。
古
き
良
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
伝
統
に
見
出
さ

れ
る
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
本
書
全
体
を
と
お
し
て
古
代
末
期
か
ら
初
期
近
代
の
入
り
口
ま
で

の
変
遷
を
時
系
列
的
に
追
い
か
け
る
記
述
は
と
ら
れ
ず
、
テ
ー
マ
ご

と
の
類
型
学
的
な
分
析
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
各
テ
ー
マ

の
分
析
に
お
い
て
は
、
時
代
区
分
に
よ
る
変
遷
が
記
述
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
貫
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
時
系
列
で

は
な
く
、
主
題
ご
と
に
類
型
分
析
が
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
全
体

と
し
て
は
各
項
目
で
時
代
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
部
の
読
者
は
混
乱
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
歴
史
家
ア
ル
ナ
ル
ド
・
モ
ミ
リ
ア
ー
ノ
の
主
著
『
近
代
歴
史
叙
述

の
古
典
的
な
基
礎
』（
勁
草
書
房
、
近
刊
）
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
歴

史
叙
述
の
分
類
に
し
た
が
え
ば
、
類
型
学
的
な
記
述
を
重
視
す
る
本

書
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
や
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
が
採
用
し
た
方
法
で
は

な
く
、
同
じ
く
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
興
隆
し
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
重
要

な
潮
流
で
あ
る
尚
古
主
義
的
（
ア
ン
テ
ィ
ク
ァ
リ
ア
ン
）
な
方
法
の

流
れ
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
モ
ミ
リ
ア
ー
ノ
に

よ
れ
ば
、
尚
古
主
義
的
な
歴
史
叙
述
で
は
、
諸
事
項
の
類
型
学
的
な

整
理
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
事
項
の
あ
い
だ
の
相
互
関
係
、
つ
ま
り

全
体
と
し
て
の
「
構
造
」
を
見
出
す
こ
と
に
も
力
が
注
が
れ
る
と
い

う
。
著
者
が
本
書
で
く
り
返
し
強
調
す
る
「
想
像
界
の
全
体
構
造
」

を
解
明
す
る
作
業
と
は
、
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
流
れ
を
反
映
し
て
い

る
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
本
書
の
本
体
を
な
す
二
〇
章
で
は
、
文
学
や
神
学
の
テ
ク
ス
ト
お

よ
び
芸
術
作
品
な
ど
の
視
覚
史
料
か
ら
抽
出
さ
れ
る
デ
ー
タ
が
豊
富

か
つ
丁
寧
に
提
示
さ
れ
な
が
ら
、
各
命
題
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
群
の

分
析
が
見
事
に
展
開
さ
れ
て
い
る
（
お
そ
ら
く
著
者
が
得
意
と
す
る

テ
ー
マ
を
あ
つ
か
う
）
章
も
多
い
。
な
か
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
、
人
種
の
問
題
を
あ
つ
か
う
先
進
性
は
特
筆
に
値
す
る
。

そ
の
一
方
で
、研
究
文
献
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
の
整
理
に
忙
し
く（
そ

れ
は
そ
れ
で
歴
史
学
徒
に
と
っ
て
有
用
だ
ろ
う
）、
イ
メ
ー
ジ
の
分

析
そ
の
も
の
か
ら
は
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
印
象
を
与
え
る
章
も
あ

る
。
こ
れ
だ
け
多
様
な
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
群
の
分
析
を
一
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個
人
で
お
こ
な
う
の
だ
か
ら
当
然
な
こ
と
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ

う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
偉
大
な
歴
史
家
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
集

大
成
と
い
う
こ
と
で
許
さ
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
千
頁
に
近
い
紙
幅

は
、真
に
妥
当
な
も
の
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
浮
か
ぶ
。
な
か
に
は
、

五
・
五
・
五
・
五
か
ら
な
る
二
〇
章
と
い
う
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
美

し
さ
」
を
尊
ぶ
読
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
各
部
が
同
数
の
章
を

も
つ
必
然
性
は
、
本
書
の
な
か
で
は
正
当
化
さ
れ
て
い
な
い
。
関
連

す
る
内
容
が
つ
づ
く
記
述
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
行
程
度
で
段
落
が

変
わ
り
、
い
た
ず
ら
に
紙
幅
が
増
え
て
い
く
編
集
に
も
疑
問
符
が
つ

く
。
価
格
の
観
点
か
ら
も
、
本
書
を
気
軽
に
入
手
で
き
る
の
は
、
潤

沢
な
公
費
を
も
つ
研
究
者
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

記
述
を
圧
縮
し
て
エ
ッ
セ
ン
ス
を
煮
詰
め
て
結
晶
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
よ
り
幅
ひ
ろ
い
読
者
層
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
可
能
性
を
追
求
す
る

方
法
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
・
科
学
と
社
会
研
究
所
リ
サ
ー
チ
　
　

・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
） 


